
















藤岡	 孝佑  
  
デヌダチンアルカロイド Acochlearine の合成研究  
東北大学大学院薬学研究科 医薬製造化学分野  藤岡 孝佑 
 






acochlearine (1) の合成研究に着手した。 
 
【カスケード型 Mannich 反応を用いた acochlearine の合成研究】 
	 文献既知のエステル 2 をアルデヒド 3 へと変換後、エノン共存化においても適用可能な還元的ア
ミノ化を検討した。その結果、オルトチタン酸テトライソプロピルとピコリンボランを用いる条件




換の後、五環性化合物 8 の合成に成功した。 
 
【結論】Acochlearine (1) の合成研究を行った結果 1、NBS を用いるカスケード型ブロモ化/Mannich
反応を見出し、四環性骨格 4 の構築に成功した。その後、三工程の変換により五環性化合物 8 の合
成を達成している。 
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